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第２学年国語科学習指導案 

    

令和４年１０月１２日（水）第５校時 

児 童  第２学年２組 ２８名 

授業者    青 木  京 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名   そうぞうしたことを、音読げきにあらわそう ～そして学習発表会へ～ 

  教材名   「お手紙」（光村図書 ２年下） 

 

２ 単元の目標 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読することができる。〔知識及び技能〕（（１）ク） 

・場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像することができる。〔思考力・判断力・表

現力等〕（Ｃ（１）エ） 

・文章を読んで感じたことや分かったことを共有することができる。〔思考力・判断力・表現力等〕

（Ｃ（１）カ） 

・言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして思いや考えを伝え合お

うとする。〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

３ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①語のまとまりや言葉

の響きなどに気を付

けて音読している。

（（１）ク） 

 

①「読むこと」において、場面の様

子に着目して、登場人物の行動を

具体的に想像している。（Ｃ（１）

エ） 

②「読むこと」において、文章を読

んで感じたことや分かったことを

共有している。（Ｃ（１）カ） 

①粘り強く場面の様子に着目し

て登場人物の行動を想像

し、学習課題に沿って音読

劇に取り組もうとしてい

る。 

 

４ 単元・教材について 

（１）単元について 

本単元は、小学校学習指導要領、国語〔第１学年及び第２学年〕２内容〔思考力、判断力、表

現力等〕C 読むこと（１） 

令和４年度 研究主題 

思考力・判断力・表現力の基盤となる言語能力の育成 

～国語科を中心とした言語活動の充実～ 
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エ 場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像すること。 

カ 文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。 

を受けて設定した。この単元を通して身に付けさせたい言語能力は、「場面の様子に着目して、登場

人物の行動や会話について具体的に想像する力」、「文章を読んで感じたことや分かったことを伝え

合ったりよさを認め合ったりする力」である。その力を付けさせるために、本単元では、「C 読む

こと」の言語活動例「イ 読み聞かせを聞いたり物語を読んだりして、内容や感想などを伝え合っ

たり、演じたりする活動」を具現化し、「そうぞうしたことを、音読げきにあらわそう」というゴー

ルを設定し、単元全体を通して課題解決をしていく活動を行っていく。改訂された学習指導要領で

は、文学的文章を読む目標が、「想像を広げながら読む」から、「大体を捉える」、「具体的に想像す

る」に変わった。設定した言語活動を通して、「正確に理解し適切に表現する資質・能力」を育みた

い。 

また、言語活動として設定した音読劇は、児童にとって学習意欲を喚起する学習活動であるため、

意欲的に学習を行うことにもつながると考える。第１時では、今までの学習を想起しながら単元の

ゴールを提示し、そのためにどのように読むことが必要かを考えさせ、学習の見通しをもたせると

もに、主体的な学習につなげていけるようにする。物語文は、通常複数の場面によって構成され、

展開に即して時間や場所、登場人物などの様子が変化しながら描かれている。主体的に音読劇を行

う課題を解決する過程で、着目した場面の様子などの叙述を基に、登場人物の気持ちや行動、どの

ような表情・口調・様子だったのかなどを具体的にイメージしたり、行動の理由を想像したりしな

がら、読みの力や表現する力を伸ばしたりしていきたい。 

  

（２）教材について 

本教材は、登場人物が３人と少なく、会話文を中心として書かれている。そのため、音読劇をす

るには、ふさわしい教材である。また、会話文や行動から場面の状況や人物の内面、立場などを想

像することができる。行動の繰り返しや口調など、気持ちの変化が表れる言葉等に着目することで

読みを深めていけると考える。登場人物の変容としては、かえるくんもがまくんも「かなしい気分」

から「しあわせな気もち」と変化している。その気持ちの変容は、どちらも「手紙」が関係するが、

その気持ちになった二人の理由は、異なる。しっかりと叙述に戻った上で考えさせるようにするこ

とで二人の気持ちの違いも読み取らせていきたい。また、登場人物のかたつむりくんにも注目して

読ませたいと考える。かたつむりくんに手紙を渡したことが、結果として４日間にわたる「二人の

幸せな時間」を作り出した。実際に手紙が届く場面の描写は短く、本教材の特徴である会話文もな

い。そのため、待っている間や手紙が届く場面の様子は読者に想像の余地を残している。かたつむ

りくんの人柄や行動を想像しながら、違った視点からも物語のおもしろさを感じられるようにし、

中心人物以外の人物の大切さを学習発表会のそれぞれの役の大切さにもつなげていきたい。 

また、本教材は、シリーズがある物語文である。学習と並行して読み聞かせを行うことで、読書

意欲につなげたり、本教材と比較して捉える力を伸ばしていきたい。 

 

５ 児童の実態 

 

省略 
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６ 単元の指導計画と評価計画（全１２時間） 

過
程 

時間 学習目標 学習活動 評価規準 

（評価方法） 

第
一
次 

見
通
し
を
も
つ 

１ 

 

 単元のめあてを知

り、学習の見通しをも

って音読劇に取り組も

うとすることができ

る。 

 

学習の見通しをもとう 

１ 題名と挿絵から、物語の内容を想像

する。 

２ 全文を聞き、登場人物や話の内容を

確認する。 

３ 今までに読んだ物語の学習を振り返

り、単元の学習の課題を設定し、学習

の見通しをもつ。 

 

第
二
次 

捉
え
る 

 

深
め
る 

２ 

 

全文を読み、場面の

違いや登場人物の行動

など、内容の大体を捉

えることができる。 

１ 時や場所の移り変わりに着目して物

語を分ける。 

２ がまくんとかえるくんの会話や行動

を整理する。 

３ 大体を捉えながら音読をする。 

ア－① 語のまと

まりや言葉の響き

などに気を付けて

音読している。

（音読） 

３ 

 

１場面の登場人物の

気持ちやその理由につ

いて叙述を基に捉える

ことができる。 １ １場面のがまくんとかえるくんの気

持ちを考え、教科書に線を引いたり、

書き込みをしたりする。 

２ 全体で読み方の共有をする。 

イ－① 場面の様

子に着目して、登

場人物の行動を具

体的に想像してい

る。 

（発言、教科書） 

４ １場面で読み取った

登場人物の気持ちから

行動を具体的に想像

し、音読の工夫を考え

ることができる。 

１ 前時で読み取った気持ちから登場人

物の行動を具体的に想像し、音読の

工夫を考える。 

２ 考えた音読の工夫を生かして、３人

組で役割音読をする。 

イ－① 場面の様

子に着目して、登

場人物の行動を具

体的に想像してい

る。 

（発言、教科書、ノ

ート） 

お話をたしかめよう 

 

１のばめんを読み、とうじょう人ぶ

つの気持ちを考えよう 

 

とうじょう人ぶつの行どうをそうぞ

うし、音読のくふうを考えよう 
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５ ２場面の登場人物の

行動の様子や気持ち、

その理由について叙述

を基に捉え、行動を具

体的に想像し音読の工

夫を考えることができ

る。 

１ ２場面を読み、がまくんとかえるく

んの気持ちを考え、行動を具体的に

想像する。 

２ 音読の工夫を考え、役割音読をする。 

イ－① 場面の様

子に着目して、登

場人物の行動を具

体的に想像してい

る。 

（発言、教科書、ノ

ート） 

６ ３場面前半の登場人

物の気持ちやその違い

について叙述を基に捉

え、行動を具体的に想

像し音読の工夫を考え

ることができる。 

１ ３場面前半のがまくんとかえるくん

の気持ちを考え、行動を具体的に想

像する。 

２ 音読の工夫を考え、役割音読をする。 

イ－① 場面の様

子に着目して、登

場人物の行動を具

体的に想像してい

る。 

（発言、教科書、

ノート） 

７
（
本
時
） 

３場面後半の登場人

物のやりとりや気持ち

の変化、その理由につ

いて叙述を基に捉え、

行動を具体的に想像し

音読の工夫を考えるこ

とができる。 

１ ３場面後半を読み、がまくんとかえ

るくんの気持ちを考え、行動を具体

的に想像する。 

２ 音読の工夫を考え、役割音読をする。 

 

イ－① 場面の様

子に着目して、登

場人物の行動を具

体的に想像してい

る。 

（発言、教科書、

ノート） 

８ ４場面後半の登場人

物の気持ちやその理由

について叙述を基に捉

え、行動を具体的に想

像し音読の工夫を考え

ることができる。 

１ ４場面後半を読み、がまくんとかえ

るくんの気持ちを考え、行動を具体

的に想像する。 

２ かたつむりくんについて考える 

３ 音読の工夫を考え、役割音読をする。 

 

イ－① 場面の様

子に着目して、登

場人物の行動を具

体的に想像してい

る。 

（発言、教科書、ノ

ート） 

第
三
次 

広
げ
る 

９ 登場人物の気持ちや

様子を想像して、音読

の工夫を考えることが

できる。 
１ グループづくりをする。 

２ 音読劇の台本づくりを行う。 

３ 考えた音読の工夫を基に、練習する。 

ウ－①粘り強く場

面の様子に着目し

て登場人物の行動

を想像し、学習課

題に沿って音読劇

に取り組もうとし

ている。（発言、

教科書、ノート） 

とうじょう人ぶつの行どうをそうぞ

うし、音読のくふうを考えよう 

 

とうじょう人ぶつの行どうをそうぞ

うし、音読のくふうを考えよう 

 

とうじょう人ぶつの行どうをそうぞ

うし、音読のくふうを考えよう 

 

とうじょう人ぶつの行どうをそうぞ

うし、音読のくふうを考えよう 

 

読みたいばめんをえらび、音読げき

のじゅんびをしよう 
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１０ グループで音読練習

を行い、互いの音読の

方法について感想を伝

え合うことができる。 
１ グループごとに音読劇の練習をす

る。 

２ 音読劇をグループ同士で見せ合っ

て、アドバイスを伝え合う。 

ウ－①粘り強く場

面の様子に着目し

て登場人物の行動

を想像し、学習課

題に沿って音読劇

に取り組もうとし

ている。（発言、教

科書、ノート） 

１１ 友達の助言や読み方

から、自分の読み方を

考え直して練習するこ

とができる。 

１ 前時のアドバイスや他のグループの

工夫を基に、読みの工夫をさらに考

える。 

２ 友達の助言や読み方を自分の読み方

の工夫に生かして練習する。 

イ－② 文章を読

んで感じたことや

分かったことを共

有している。（発

言、教科書、ノー

ト） 

１２ これまで学んだこと

を生かして、音読劇を

発表することができ

る。 
１ グループごとの発表を聞き、感想を

ワークシートに書き込む。 

２ 感想を交流する。 

３ 学習を振り返り、まとめる。 

ウ－①粘り強く場

面の様子に着目し

て登場人物の行動

を想像し、学習課

題に沿って音読劇

に取り組もうとし

ている。（発言、教

科書、ノート、音読

発表） 

ア－① 語のまと

まりや言葉の響き

などに気を付けて

音読している。（音

読発表） 

 

 

 

７ 研究主題との関連 

 【児童に身に付けさせたい言語能力】 

  ①場面の様子に着目して、登場人物の行動や会話について具体的に想像する力 

②文章を読んで感じたことや分かったことを伝え合ったりよさを認め合ったりする力 

 

【その言語能力を身に付けさせるために有効な言語活動】 

グループで音読げきのれんしゅうを

しよう 

 

音読げきをパワーアップしよう 

 

音読げきをはっぴょうして、かんそ

うをつたえあおう。 
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「そうぞうしたことを、音読げきにあらわそう」という言語活動をゴールに設定し、単元全体を

通して課題解決をしていく。また、本単元で身に付けた力を学習発表会に生かしていけるように

意識付けを行っていく。 

 

【目指す児童像】 

  ①文章や挿絵を手がかりに、場面の様子や登場人物の気持ちを想像できる児童 

②自分の思いや考えをもち、友達と伝え合うことができる児童 

 

さらに、研究主題となっている「思考力・判断力・表現力の基盤となる言語能力」の中には、学

習指導要領のキーワードをなっている「見方・考え方」に含まれると考え、「言葉による見方・考え

方」を働かせ、児童に意識化させながら学習活動を繰り返すことで、「思考力・判断力・表現力の基

盤となる言語能力」の育成を図れると考えた。 

 

<本単元による意識化させたい「言葉による見方・考え方」> 
〇比較・・・相違を比べ、判断する。 

・もしこの言葉がなかったら、この言葉があるから 

・言葉や口調の違い 

・行動や気持ちの変化 

・繰り返しの言葉・行動・表現 

・（自分の経験等と比べて）普通だったら 

〇類推・・・既習や今までの経験等を関連させ、推測する。 

例）今までの音読劇の経験から、～するとよくなりそう。 

   前の場面で、似たようなところがあったから、これも、～だろう。 

〇因果・・・「なぜ」「どうして」を考えることで登場人物の気持ちをより深く想像する。 

  ⇒気持ちの程度を考えることができる。 

〇観点・・・視点を与えて、そこから考えるようにする。 

・目線、表情など   ・音読の技法 

 

また、「見方・考え方」を働かせるためには、語彙そのものの獲得も継続していくことが大切で

ある。そのため、 

〇語彙の獲得…気持ちを表す際、「ことばのたからばこ」の活用 

〇読書意欲…シリーズ作品に触れることで読書意欲の喚起   も本単元で通して意識して行

う。 

（加えて、シリーズ本の読書は、「お手紙」と比べて読むことで、「比較」したり、「類推」したり

する力にもつながると考える。） 

「どこに目をつければよいか」（見方）、「どうやって考えたらよいか」（考え方）を子どもたちか

ら引き出すことが大切であるが、状況に応じて教師が示すことも必要と考える。スパイラルに意識

化していくことで、「どこに目をつければよいか」（見方）、「どうやって考えたらよいか」（考え方）

が既習事項として積み上がり、「思考力・判断力・表現力の基盤となる言語能力」として発揮される

と考える。児童が自ら言葉に着目して、自覚的に捉えたり用いたりする姿を目指していくことが、
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研究テーマに迫れると考える。 

 

８ 本時（全１２時間中の７時） 

（１）本時の目標 

  ・３場面後半の登場人物のやりとりや気持ちの変化、その理由について叙述を基に捉え、行動

を具体的に想像し音読の工夫を考えることができる。 

（２）本時の展開 

 

 学習活動 ・指導上の留意点☆配慮事項 評価規準(評価方法) 

導
入 

５
分 

１ 前時までの振

り返りをする。 

 

 

・前時のがまくんとかえるくんの気持ちを想起させ

る。 

 

 

展
開 

３
５
分 

２ ３の後半の場

面を音読する 

 

３ がまくんとか

えるくんの気持

ちを考える。 

  

 

 

４ ペアで考えを

交流する。 

 

５ 全体での交流

をする。 

 

 

 

６ 音読の仕方を

考え、３人組で

音読の練習をす

る。 

 

・登場人物の気持ちを考えながら、音読するように声

掛けをする。 

 

・がまくんの気持ちが変わったことを確認し、いつ、

何をきっかけに変わったのかを意識しながら、教科

書に書き込むようにする。 

☆自分から書き込めない児童には、気持ちの分かりや

すい文章を示し、考えさせていく。 

 

・友達の意見でよいと思ったところは、書き加えてい

くようにする。 

 

・変化があったり、気持ちが強いところを中心に確認

していく。 

・必要に応じて、がまくんのしあわせな気持ちになっ

た理由を考える発問を行う。 

 

・グループで音読の仕方をアドバイスしながら、練習

するようにする。 

・本時の学習を生かせるようにする。 

 

 

 

 

イ－① 場面の様子に

着目して、登場人物の

行動を具体的に想像し

ている。 

（発言、教科書） 

 

ウ－①粘り強く場面の

様子に着目して登場人

物の行動を想像し、学

習課題に沿って音読劇

に取り組もうとしてい

る。（発言、教科書、ノ

ート） 

ま
と
め 

５
分 

７ 本時のふり返

りをする。 

 

・３場面後半での読みや音読について、振り返りを

する。 

・次時の見通しをもたせる。 

 

 

とうじょう人ぶつの行どうをそうぞうし、音読のくふうを考えよう 
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（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業観察の視点 

   ①自分の学年等と関連させて考え、２年のうちに、身に付けたい力とは。 

   ②音読に生かせるよう、言葉に着目しながら気持ちを読み取ることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
手
紙 

と
う
じ
ょ
う
人
ぶ
つ
の
行
ど
う
を 

そ
う
ぞ
う
し
、
音
読
の
し
方
を 

考
え
よ
う 

本
文
（
拡
大
） 

 

※
児
童
の
発
言
に
沿
っ
て 

 

気
持
ち
を
書
き
込
ん
で
い
く 

〈
テ
レ
ビ
〉
活
動
に
応
じ
て 

・
音
読
名
人 

・
振
り
返
り
の
書
き
方 


